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 本年は丑年：事務局から牛に関するお話をと言

うことで話題を提供し、皆様方のご批判をいただ

きたいと思います。                                                  

１．ルミノロジー（第１胃の消化生理）と和牛の

発育                       

 牛はみなさんご存知のように、４つの胃を持ち

反芻獣と呼ばれ、太古の昔から全世界で繁栄して

いる動物です。また、人間が消化しきれないもの

（セルロース類）を消化して肉、牛乳を生産する

という特殊な能力を持っている動物です。                        

 この胃内には、ミクロフローラと呼ばれている

細菌と原虫が生息し、牛の食べた餌から栄養をも

らって増殖し、これら微生物が生成する低級脂肪

酸で全エネルギーの７０％をまかなっているとい

う特殊な関係が成り立っています。                                   

 また、牛は胃内で特殊な消化醗酵を行う草食動

物であるという原点に返って、飼育管理を考える

べきで、簡単に給与できる外国から輸入された配

合飼料によって飼おうとするところに大きな問題

が見られています。子牛の発育のステージでは濃

厚飼料も必要ではあるが、早く大きくしようとす

ることで、濃厚飼料に頼りすぎて、過肥につなが

っていると思われます。                           

 この過肥についてはずっと以前からの問題であ

りますが、いまだに解決できていない問題です。

ただ、ここで問題なのは太っていてもそこそこの

発育があり、人気の種雄牛の子牛だと高く売れる

牛がいる点です。 

 これらの牛を肥育農家は導入後３～４ケ月間は

飼い直しを行い、余分の脂肪をとるため、濃厚飼

料を制限しながら粗飼料主体の飼い方をしていま

す。これは本当に時間、労力、そして金銭的にも

無駄なことです。 

 島根、兵庫等の試験では粗飼料を十分食べ、胃

袋の大きくなった牛は、その後の発育も順調で、

枝肉重量の大きな牛になると言われています。 

 本県でも昨年６月から子牛市場当日、月齢、体

高、胸囲、復囲を測定し、一定の基準を満たし過

肥でない牛は推奨子牛として表示販売を始めまし

た。今後、これらの牛が枝肉市場に出荷され、肥

育農家の経営につながるような牛になることを期

待しています。 

２．健康促進と長寿に貢献する牛肉 

 日本人の平均寿命は明治、大正時代は５０歳に

満たず、欧米の先進国と比べるとかなり短命でし

た。５０歳を超えたのは、国際化の進んだ１９４

７年（昭和２２年）から伸び始め、現在は世界一

の長寿国と言われています。平均寿命の延びた最

大の原因は、食生活と栄養の改善、特に食肉、牛

乳など動物性食品を摂るようになったことで、そ

の中にも、特に食肉の増えたのが最大の原因だと

いわれています。特に、牛肉に含まれる不飽和脂

肪酸は免疫力を高めコレステロールをコントロー

ルし、骨粗鬆症を予防し、うつ病にも効果的であ

ると言われています。また、牛肉に含まれる必須

アミノ酸の中のトリプトファンから出来るセロト

ニンが不足するとウツを招き、ひいてはボケの原

因になると言われています。 

 先般、アメリカでテロが発生し６０００人が死

亡したと言われ大騒ぎをしましたが、日本では自

殺者が平成１０～１２年で毎年３万人を超えてい

ます。自殺はウツの最も恐ろしい症状であり、こ

れはテロの５倍の数です。しかし、少しずつ亡く

っているので意外に見逃されている。脳の安定の

ためにはコレステロール、脂肪は欠かせないもの

です。その素材として牛肉は最高です。牛肉はス

タミナのもとでもあります。かつて別府マラソン

に優勝した佐々木選手の体験談によると、彼は大

変な菜食主義であり、かつ、何回もマラソンに出

場したが優勝したことがなく、しかも不思議なこ

とに途中３０km ぐらいまでトップを切り、あと

１０km ぐらい走れば優勝だと頑張るのであるが、

その頃から決まって腹痛を訴え、いつも追い抜か

れて優勝を逃していたそうです。何か策はないか

といろいろ考え、以来、菜食主義を止めて肉食に

転換したところ、次の競走には腹痛も起こらず見



事優勝し、肉の力は素晴らしいスタミナがあると

述懐したそうです。いかに肉の価値のあるかを知

る話だと思います。 

 今、世界は１００年に一度と言われる大不況で

国内企業の多くは赤字に転落し、派遣労働者を整

理して、この危機を乗り切ろうとしています。ト

ヨタ自動車等も自動車が売れないため、最近のニ

ュースでは部長等の社員に自動車を買ってもらい、

この危機を乗り切ろうとしています。 

  

今まで、牛肉については、健康に対して非常な

貢献をしているにもかかわらず、誤解、間違った

認識がされすぎています。 

 和牛関係者も、この際、自分はもちろん親戚、

近所等に牛肉を食べてもらう運動を始め、販売に

協力することが必要ではないのだろうか。そのこ

とが、自分の健康にもつながり、長生き出来るこ

となのだから。   
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